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お客様各位 

株式会社 浜名ワークス 

 

リレーエマージェンシーバルブ凍結防止ヒーターについて 

 

冬期におきましては、トレーラのブレーキ制御用リレーエマージェンシーバルブ内に溜まった水分が

駐車時や走行中に凍結すると、ブレーキが効かなくなったり、効きっぱなしになり重大事故につながる

可能性があります。 

この様なトラブルを未然に防止するためには、定期点検・整備を実施して頂くことはもとより、車両に

オプション装着されておりますリレーエマージェンシーバルブ凍結防止ヒーター（以下バルブヒーター）

を適切にご使用頂くことも重要となります。 

 弊社では下記に示しますコーションラベルを作成し、今後出荷する車両に添付することといたしまし

た。既にお客様にご使用頂いておりますバルブヒーター付車両へも添付頂けるよう、本サービスニュー

スと共にコーションラベルをお届けすることとしました。何卒ご活用頂けます様お願い申し上げます。 

  

●コーションラベル① 

                 【貼付け対象車両】 

                 バルブヒータースイッチ取付け済みトラクタ全車。 

                【貼付け場所】 

トラクタ運転席前面パネルの「バルブヒーター」スイッチ周辺 

 

●コーションラベル② 

                  【貼付け対象車両】 

エンジンキーを抜いた状態で「バルブヒーター」スイッチをＯＮに

するとスイッチ部パイロットランプが点灯する車両のみ貼付けを実施

して下さい 

                【貼付け場所】 

トラクタ運転席前面パネルの「バルブヒーター」スイッチ周辺 

 

●コーションラベル③ 

                   【貼付け対象車両】 

                   トレーラ全車。 

                  【貼付け場所】 

トレーラ・リレーエマージェンシーバルブ取付け部サイド枠

側面 
 

※リレーエマージェンシーバルブは左図のどちらかのタイプが

装着されております。 

トレーラへの取付け位置は下図矢印部のどちらかで、車両右側

（運転席側）です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬期車両使用時は走行時・ 

停車時共にバルブヒーターの 

スイッチをＯＮにして下さい 

・冬期にエンジンを始動した場合は、バルブ

ヒーターのスイッチをＯＮにして下さい 

・エンジンを停止した場合はバルブヒーター

のスイッチをＯＦＦにして下さい 

リレーエマージェンシーバルブは 

３ヶ月毎に分解整備して下さい 




